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＜基本理念＞

　『すべての人が移動しやすく快適に生活できる、　『すべての人が移動しやすく快適に生活できる、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やさしさと助けあいのまち　木幡』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やさしさと助けあいのまち　木幡』

＜基本方針＞

　１ . すべての人が安心かつ快適に移動や施設等の利用ができる　１ . すべての人が安心かつ快適に移動や施設等の利用ができる

　　　まちづくりを推進します。　　　まちづくりを推進します。

　２ . 鉄道駅と周辺施設等を円滑に移動できるバリアフリーネット　２ . 鉄道駅と周辺施設等を円滑に移動できるバリアフリーネット

　　　ワークの整備を推進します。　　　ワークの整備を推進します。

　３ . 移動や利用に困っている人をやさしく助け合える、 心のバリ　３ . 移動や利用に困っている人をやさしく助け合える、 心のバリ

　　　アフリーを推進します。　　　アフリーを推進します。

　木幡駅周辺地区の基本理念と基本方針　木幡駅周辺地区の基本理念と基本方針

（目標）○高齢者、障害のある人などをはじめ、まちを移動したり、施設を利

用したりする際に制約を受けるすべての人も、気持ちよく過ごせる

質の高いまちをめざします。

○道路や駅舎、建物などにおけるハード整備を進めるだけでなく、市

民がお互いに理解し助け合うことのできるまちをめざします。

バ リ ア フ リ ー 新 法 は、「ハ ー ト

ビル法」と「交通バリアフリー法」

が 統 合 さ れ た 法 律 で、従 来 の 交 通

バ リ ア フ リ ー 法 が 対 象 と し て い た

公 共 交 通 機 関 の 旅 客 施 設 や 車 両、

駅前広場、道路、通路、に加えて、

ハ ー ト ビ ル 法 が 対 象 と し て い た 建

築 物、さ ら に 路 外 駐 車 場 や 都 市 公

園 に つ い て も バ リ ア フ リ ー 化 の 対

象 と さ れ、よ り 一 体 的 な バ リ ア フ

リ ー 化 を 推 進 す る た め の 法 制 度 が

整えられました。

■バリアフリー新法について

宇 治 市 で は、交 通 バ リ ア フ リ ー 法 に 基 づ い て バ リ ア フ リ ー 化 を 計 画 的 に 推 進 す

る た め に、平 成 １ ７ 年 に「宇 治 市 交 通 バ リ ア フ リ ー 全 体 構 想」を 策 定 し、当 時 の

国の基本方針に基づき特定旅客施設である 12 駅を対象に市内を 7 地区に分類し

て、全 市 的 な 観 点 か ら よ り バ リ ア フ リ ー 化 の 必 要 性 が 高 く、基 本 構 想 を 策 定 す る

ことについて関係機関と協議が整った地区を「重点整備地区」に位置付けました。

そ の 後、基 本 構 想 を 策 定 し た 宇 治 駅 周 辺 や 大 久 保 駅 周 辺 で は 駅 へ の エ レ ベ ー タ ー

設 置 や 歩 道 の 整 備 な ど バ リ ア フ リ ー 化 に 関 す る 整 備 が 進 め ら れ ま し た が、そ れ 以

外の地域では駅のバリアフリー化が進んでいないのが実情です。

また、平成 18 年の法改正、平成 23 年の国が改めた基本方針といった新たな

基準に基づいて、バリアフリー化を進めることも必要となりました。

このような背景から、さらにバリアフリー化を推進するために、平成 27 年 3

月 に 全 体 構 想 を 改 訂 し、新 た に「木 幡 駅 周 辺 地 区」、「黄 檗 駅 周 辺 地 区」、「伊 勢 田

駅 周 辺 地 区」の ３ 地 区 を 重 点 整 備 地 区 に 選 定 し 基 本 構 想 を 策 定 す る こ と と し ま し

た。

整備目標年度は、バリアフリー新法に基づく国の基本方針に則して平成３２年

度 と し ま す が、地 域 の 抱 え る 課 題 は 多 様 で あ り、限 ら れ た 期 間 で バ リ ア フ リ ー

化 に 関 す る 全 て の 課 題 を 解 決 す る こ と は 困 難 で あ る こ と か ら、整 備 目 標 年 度 は

原 則 平 成 ３ ２ 年 度 と す る も の の、関 係 機 関 等 と の 協 議 状 況 に 応 じ て 柔 軟 に 対 応

するものとし、できることから事業を進めていくものとします。

■宇治市交通バリアフリー全体構想改訂

ハートビル法
（平成6年9月施行）

ハートビル法
（平成6年9月施行）

建築物のバリアフリー化
を促進するための法律

バリアフリー新法（平成18年12月施行）バリアフリー新法（平成18年12月施行）

建築物、旅客施設と車両等、道路、路外駐車場、都市公
園のバリアフリー化を促進するための法律

交通バリアフリー法
（平成12年11月施行）
交通バリアフリー法

（平成12年11月施行）

駅などの旅客施設や車両
等のバリアフリー化を促
進するための法律
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①公共交通機関

ＪＲ奈良線と京阪宇治線が南北に並行して走っており、ＪＲ木幡駅と京阪木幡駅の距離は

およそ２5０ｍと近接しています。

１日当たりの利用者数（平成２５年度・乗降客数）は、ＪＲ木幡駅では５ ,４９０人、京阪

木幡駅では６,１９７人となっており、木幡地域の主な公共交通手段となっています。

京阪木幡駅は、バリアフリー化が完了しているものの、ＪＲ木幡駅では駅構内の移動経路

上に段差が残っており、また、跨線橋の階段でしか反対側のホームに行くことができず、移

動経路にバリアが生じています。

②道路

南北に走る府道京都宇治線や市道五ケ庄六地蔵線と東西に走る市道大瀬戸熊小路線を軸に道路

網を形成しています。府道京都宇治線や市道大瀬戸熊小路線では、歩道の整備が進められていま

すが、ＪＲ木幡駅と京阪木幡駅の間の道路について、歩道の整備を求める声があります。

■移動に関する現況

■地区内における主な課題

４ . 木幡駅周辺地区の概要４. 木幡駅周辺地区の概要

木幡駅周辺地区の現状を把握するため、地域住民や

障害のある方と共にタウンウォッチングを実施し、駅

舎や道路等の問題点や課題を抽出しました。

【タウンウォッチングの概要】

実施日：平成 27 年 6 月 13 日（土）

参加者：43 名（宇治市交通バリアフリー検討委員

　　　　　会委員、施設設置管理者、地域住民、障害

　　　　　者協会会員、学識経験者　等）

JR 木幡駅の点検状況JR 木幡駅の点検状況JR 木幡駅の点検状況JR 木幡駅の点検状況

道路の点検状況道路の点検状況道路の点検状況道路の点検状況

４３

※（　）内の数字はタウンウオッチングでの意見数

ＪＲ木幡駅ＪＲ木幡駅ＪＲ木幡駅

木幡中学校木幡中学校木幡中学校

京阪木幡駅京阪木幡駅京阪木幡駅

木幡地域福祉センター木幡地域福祉センター木幡地域福祉センター

木幡公民館木幡公民館木幡公民館

木幡保育所木幡保育所木幡保育所

宇治木幡
郵便局
宇治木幡
郵便局
宇治木幡
郵便局

凡　　例

特別特定建築物

特定旅客施設

特定建築物

タウンウォッチングコース

ＮＮ
00 100100100 200m200m200m

駅のバリアフリー化がで
きていない。（エレベー
ター、多機能トイレ、誘
導ブロック等）

駅のバリアフリー化がで
きていない。（エレベー
ター、多機能トイレ、誘
導ブロック等）

駅のバリアフリー化がで
きていない。（エレベー
ター、多機能トイレ、誘
導ブロック等）

舗装が陥没し凸凹が生じ
ている。
歩車分離がされていな
い。

舗装が陥没し凸凹が生じ
ている。
歩車分離がされていな
い。

舗装が陥没し凸凹が生じ
ている。
歩車分離がされていな
い。

連続した歩道が設置され
ていない。
電柱等の障害物が多い。
歩道から車道へ出るとこ
ろの段差が大きい。

連続した歩道が設置され
ていない。
電柱等の障害物が多い。
歩道から車道へ出るとこ
ろの段差が大きい。

連続した歩道が設置され
ていない。
電柱等の障害物が多い。
歩道から車道へ出るとこ
ろの段差が大きい。

音響信号がついていな
い。
音響信号がついていな
い。
音響信号がついていな
い。

交差点部に横断歩道が　
ない。
歩道から車道へ出るとこ
ろの段差が大きい。

交差点部に横断歩道が　
ない。
歩道から車道へ出るとこ
ろの段差が大きい。

交差点部に横断歩道が　
ない。
歩道から車道へ出るとこ
ろの段差が大きい。

交差点内では、信号がなく車
両と歩行者が錯綜し危険であ
る。

交差点内では、信号がなく車
両と歩行者が錯綜し危険であ
る。

交差点内では、信号がなく車
両と歩行者が錯綜し危険であ
る。

点字料金表の設置位置の改善
が必要。（宇治方面行）
蹴込みつきの券売機を設けて
ほしい。

点字料金表の設置位置の改善
が必要。（宇治方面行）
蹴込みつきの券売機を設けて
ほしい。

点字料金表の設置位置の改善
が必要。（宇治方面行）
蹴込みつきの券売機を設けて
ほしい。

レールの幅が広くつまづく。
踏切南側に歩道がない。
踏切の停止線が踏切に近すぎ
る。

レールの幅が広くつまづく。
踏切南側に歩道がない。
踏切の停止線が踏切に近すぎ
る。

レールの幅が広くつまづく。
踏切南側に歩道がない。
踏切の停止線が踏切に近すぎ
る。

視覚障害者誘導用ブロックが
ない。
舗装が劣化している。

視覚障害者誘導用ブロックが
ない。
舗装が劣化している。

視覚障害者誘導用ブロックが
ない。
舗装が劣化している。

両側歩道であるが、西側に集
約し、広い歩道を確保すべき。
舗装が古く、穴や段差、傾斜
がある。

両側歩道であるが、西側に集
約し、広い歩道を確保すべき。
舗装が古く、穴や段差、傾斜
がある。

両側歩道であるが、西側に集
約し、広い歩道を確保すべき。
舗装が古く、穴や段差、傾斜
がある。

車両通行量が多い道路で
あるが歩道がない。
側溝にふたのない区間が
ある。
グレーチングの目が粗い。
電柱等の障害物が多い。

車両通行量が多い道路で
あるが歩道がない。
側溝にふたのない区間が
ある。
グレーチングの目が粗い。
電柱等の障害物が多い。

車両通行量が多い道路で
あるが歩道がない。
側溝にふたのない区間が
ある。
グレーチングの目が粗い。
電柱等の障害物が多い。（19）（19）（19）

（21）（21）（21）

（12）（12）（12）

（2）（2）（2）

（5）（5）（5）

（3）（3）（3）

（2）（2）（2）

（2）（2）（2）
（2）（2）（2）

（3）（3）（3）

（1）（1）（1）



今回定める重点整備地区の区域は右図のとおりとし、区域の境界はできる限り道路や河川等

でわかりやすく表示して定めました。

また、地区の中心的な施設として右図の生活関連施設を選定し、この生活関連施設を結ぶ経

路を生活関連経路として選定しました。

■重点整備地区の設定

○ＪＲ木幡駅では、駅ホームと改札、京都方面ホームと宇治・奈良方面ホームの間が階段のみ

の経路となっているなど、バリアフリー化が不十分な状況です。そのため、1 以上の移動等

円滑化経路を確保するとともに、多機能トイレの設置や内方線整備など主要なバリアフリー

整備を進めます。

○京阪木幡駅では、移動等円滑化経路の確保や多機能トイレなど主要なバリアフリー化は完

了しています。今後は、点字料金表の移設や蹴込のある券売機の整備など、施設の更新計画

などにあわせ、さらにバリアフリー化の充実を目指します。

■公共交通機関のバリアフリー化事業計画

○生活関連経路として位置付けられた府道や市道のうち、歩道の設置されている路線については、

段差の改善、路面の改良、横断勾配の改善、視覚障害者誘導用ブロックの連続敷設を基本にバリ

アフリー化を進めます。

○歩道が未設置である路線については、路側帯のカラー化などによる歩行者の安全対策を検討し、

できることから取り組むとともに、タウンウォッチング等で安全対策について多くの意見があっ

たＪＲ木幡駅から京阪木幡駅間の道路については、事業の実現可能性や市の財政状況等をかんが

みながら歩道整備についても検討を進めます。

■道路のバリアフリー化事業計画

○生活関連経路に位置付けられた木幡緑道の区間については、連続した視覚障害者誘導用

ブロックの設置を進めます。

〇重点整備地区内の生活関連経路以外の公園等についても、他の事業や維持管理を行う中

で、段差の改善、路面の改良、縦横断勾配の改善など可能な限りのバリアフリー化に取り

組みます。

■公園のバリアフリー化事業計画

○生活関連施設に位置付けた市の公共施設については、施設の更新計画などに合わせ、高齢者や障

害のある人が安心して施設を利用できるよう、バリアフリー化に努めるとともに、地区内で建築

される建築物については、バリアフリー新法や京都府福祉のまちづくり条例に基づき、助言や指

導を行っていきます。

○生活関連経路上において、信号機を設置する場合は、周辺の状況等を考慮しながら、原則音響装

置を設置するものとします。また、地区内のその他の信号機についても、できる限りの整備を検

討します。

■その他のバリアフリー化事業計画

○ 交通ルールやマナー、違法駐輪等の歩道の占拠防止のための啓発活動の推進

○ 市職員や交通事業者への交通バリアフリー体験研修の実施

○ 高齢者や障害のある人などへのバリアフリー情報の積極的な提供

○ 高齢者や障害のある人などからのバリアに関する情報収集

○ 交通バリアフリー事業に関する進捗管理と積極的な情報発信

■ソフト施策 （心のバリアフリーの推進）

○ 市民・施設設置管理者・行政の協働による施策の推進（事業実施後の点検評価など）

○ バリアフリー基本構想の進捗状況について、検討委員会において報告、評価等を実施

○ 計画（Plan）、実施（Do）、評価（Ｃheck）、改善（Act ion）のＰＤＣＡサイクル

　 に基づき、段階的かつ継続的な改善

■バリアフリー基本構想の推進に向けて

５ .　重点整備地区の設定とバリアフリー化事業計画５.　重点整備地区の設定とバリアフリー化事業計画

６.　ソフト施策におけるバリアフリーの取り組みとバリアフリー基本構想の推進に向けて６.　ソフト施策におけるバリアフリーの取り組みとバリアフリー基本構想の推進に向けて

６６５

凡　　例

生活関連施設（特別特定建築物）

生活関連施設（特定旅客施設）

生活関連施設（特定建築物）

重点整備地区（40.6ha）

生活関連経路

ＮＮ
00 100100100 200m200m200m

【⑧木幡緑道（L=50m）】
◎連続した視覚障害者誘導用ブ
ロックの設置

【⑧木幡緑道（L=50m）】
◎連続した視覚障害者誘導用ブ
ロックの設置

【⑧木幡緑道（L=50m）】
◎連続した視覚障害者誘導用ブ
ロックの設置

【②府道木幡停車場線】
◎安全対策のための踏切前後への
    点状ブロックの設置

【②府道木幡停車場線】
◎安全対策のための踏切前後への
    点状ブロックの設置

【②府道木幡停車場線】
◎安全対策のための踏切前後への
    点状ブロックの設置

【①府道木幡停車場線（L=40m）】
◎連続した視覚障害者誘導用ブ
ロックの設置
◎段差の改善

【①府道木幡停車場線（L=40m）】
◎連続した視覚障害者誘導用ブ
ロックの設置
◎段差の改善

【①府道木幡停車場線（L=40m）】
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　車いすの外出には階段や溝

などバリアがたくさんありま

す。また、車いすの方は目線

が低いため、高いところが見

づらかったり、手が届かない

ことがあります。車いすの方

をサポートするときは、同じ

目線の高さになって、どのよ

うにサポートして欲しいかを

聞いてください。一人で無理

な場合は周囲の人に協力を求

めましょう。
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　聴覚障害は個人差が大きく、

コミュニケーション障害や情

報障害の程度が異なります。

駅の案内放送、車内放送など

が聞こえないため、事故など

の緊急時には不安を感じます。

困っている方には、筆談や簡

単な手話でサポートすること

ができます。

　また、道路では背後から近

づく車両の存在に気付きませ

ん。運転している人からも、

歩行者が耳の不自由な方とは

わからないため、もしかした

らという心構えで、十分に注

意して運転することが大切で

す。
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　困っている方がいたら、いき

なり触れたり杖を引いたりせず、

まず声をかけましょう。

誘導を希望されたら、どのよう

に誘導したらよいかを尋ねます。

　白杖を持っていない側に立ち、

腕をつかんでもらうのが一般的

です。

　また、誘導ブロックの上に荷

物を置いたり、立ち止まったり、

自転車を放置すると、迷惑にな

りますので注意しましょう。
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　高齢になるにつれて筋力・視力・

聴力が低下します。サポートする時

もあわてたりすると、つまずいて転

倒するなど、思わぬ事故につながり

かねません。ゆっくり話しを聞き、

ゆとりをもって対応することが大切

です。
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　歩道に駐車や駐輪をしたり、植木やプラン

ターが道路にはみ出したりしていませんか？

　それらは、車いすを使用している方や目の

不自由な方にとってバリアになります。ちょ

っとした気遣いで解消できるバリアは多くあ

ります。
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